
 
 

- 1 - 

平成 25 年７月 25 日 

各    位 

会 社 名 フューチャーアーキテクト株式会社 

代表者名 代表取締役会長兼社長 金丸 恭文 

   （コード番号 4722 東証第一部 ） 
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平成 25 年 12 月期第２四半期連結業績（累計）のお知らせ 

 

１．平成 25 年 12 月期第２四半期連結業績（累計）について： 

当社グループの当第２四半期（平成25年１月１日～平成25年６月30日）の連結業績（累計）

は、 

売上高 13,545百万円 （前年同期比  21.7％増） 

営業利益 1,570百万円 （前年同期比  116.7％増） 

経常利益 1,697百万円 （前年同期比  111.1％増） 

当期純利益 1,037百万円 （前年同期比  123.8％増） 

となりました。 

 当第２四半期（累計）におきましては、受注や販売が好調であったことから、前年同期と

比較して、すべてのセグメントについて売上高が増加するとともに営業損益が大幅に改善い

たしました。 

各セグメントの業績については以下のとおりです。なお、文中のセグメントの業績数値は、

セグメント間の内部売上高又は振替高を調整前の金額で記載しております。 

 

ＩＴコンサルティング事業は、複数の新規顧客のプロジェクトがスタートしたほか、既存

顧客のプロジェクトについても継続的な受注を獲得することができたことにより売上高が増

加しました。それに加えて、金融クラウド（SKYBANK）のサービス提供を開始するとともに、

医療クラウドやグローバルＥＲＰ導入サービスといった新たなサービスモデルも着実に進展

しました。 

東南アジアにおける海外ビジネスについては、３社合計で売上高が613百万円（前年同期比

154.4％増）になるなど、これまでのプロモーションの結果が出始めております。また、営業

利益は59百万円の損失となり、黒字に至りませんでしたが、赤字幅は縮小しております。 
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その結果、売上高は9,321百万円（前年同期比31.9％増）、営業利益は1,388百万円（同84.1％

増）となりました。 

 

パッケージ＆サービス事業は、ＦｕｔｕｒｅＯｎｅ株式会社はライセンス売上が増加した

ほか昨年から取り組んできたプロジェクト管理の強化の浸透よりプロジェクトの採算が改善

しました。株式会社アセンディアは、受注は引き続き堅調であり、売上高は増加したものの、

一部のプロジェクトにおける外注費の増加や研修費等の採用コストの増加のため、利益率が

低下しました。 

その結果、売上高は2,148百万円（前年同期比7.8％増）、営業利益は127百万円（同1,091.4％

増）となりました。 

 

企業活性化事業は、食品スーパーを営む株式会社魚栄商店において、対前年同期比で売上

高が増加し、物流コストの削減、広告宣伝費や水道光熱費等の適正化などにより、営業費用

が低下しました。また、寿司のインストア化の拡大や漁港からの直接買付けなど、新しい試

みも開始しました。その結果、売上高は 2,257 百万円（前年同期比 0.3％増）、営業利益は

46 百万円（同 42.5％増）となりました。 

 

２．今後について： 

（１）ＩＴコンサルティング事業 

経営のリアルタイム化を顧客に提供する当社のコアビジネス領域においては、既存顧客、

新規顧客ともプロジェクトが順調に進捗しております。今後は、社員及びパートナー会社の

人的リソースの適切なコントロールに努めるとともに、過去のプロジェクトにおいて蓄積し

てきたノウハウと最新のＩＴ技術を活かし、顧客の成長戦略の実現を支援して行くことで、

継続的な受注を獲得し、確実な業績の拡大を図ってまいります。 

また、これまでの付加価値の高い運用保守サービスに基盤技術のテクノロジーコンサルテ

ィングを加えることでトータルな顧客のニーズに対応するべく推進を始めていますが、その

他金融クラウド（SKYBANK）、医療クラウド（クリニック向け電子カルテ）、大企業向けグロ

ーバルＥＲＰといった新規サービス領域の展開を加速させてまいります。 

重点施策であるプロジェクト品質の強化・向上については、自社開発したプロジェクトの

活動状況監視システムを全社展開して早期に問題発見、是正対応することにより、トラブル

の未然防止に努めてまいります。 
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海外ビジネスにおいては、シンガポール・マレーシア・タイの子会社につきましては、今

後は、現地の大企業を中心に新規の顧客の獲得を進め、売上のさらなる増加とともに損益面

の改善を目指してまいります。 

 

（２）パッケージ＆サービス事業 

ＦｕｔｕｒｅＯｎｅ株式会社においては、マーケティング活動の強化及び自社製品の機能

強化により受注の拡大を図ると同時に、プロジェクトの採算管理を徹底し、営業利益率の向

上を図ってまいります。また、株式会社アセンディアにおいては、昨年来取り組んでいる当

社との連携強化・ノウハウ共有をさらに進展させて、公共関連・運用保守サ-ビスの案件の獲

得や技術力の向上を図ってまいります。 

 

（３）企業活性化事業 

株式会社魚栄商店において、新たな仕入ルートの開拓をさらに進め、商品の充実を図ると

ともに、売上データ分析等をＩＴを利用しながら行うことにより、マーチャンダイジングの

改善や適正在庫の実現を図り、営業利益率の向上を推進してまいります。 

 

 なお、平成25年12月期通期の業績予想につきましては、前回発表（平成25年４月25日付）

からの変更はございません。 

 

以 上 

 

●本件に関するお問い合わせ先： 

 フューチャーアーキテクト株式会社 IR 担当 池内 

IR 直通 Tel： 03-5740-5724 電子メール：ir@future.co.jp 


